
　山形県の最低賃金を審議する山形地方最低賃金審議会は、８月10日、今年度の山形県の最低賃金を１時
間あたり739円とし、昨年度より22円引き上げることを庭山山形労働局長に答申しました。これを受け、
８月28日に改正決定が行われ、新しい最低賃金は2017年10月６日より改訂されることとなりました。時給
739円より低い賃金は法律違反となります。
　2008年７月１日より、新しい最低賃金法が施行され、地域別最低賃金は生活保護の水準を上回ることが
明確となりました。また、派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用されることになることや、最低賃金
未満の賃金を支払った使用者に対する罰則が厳しくなるなど、改正されています。
　最低賃金の計算には、⑴精皆勤手当、⑵通勤手当、⑶家族手当、⑷賞与等、⑸時間外・休日・深夜手当
は含まれません。「最低賃金以下の賃金で働いている」「通勤手当や精勤手当を含めて最低賃金以上だから
問題ないと言われている」などと、最賃に関する労働相談が後を絶ちません。家族の方の時間給もチェッ
クしましょう。

山形県最低賃金が２２円引き上げに！

　８月18日、山形県の最低賃金が22円引き上げの739円になることが山形地方最低賃金審議会において決
定したのを受け、山形市ヤマコービル前にて、周知と最低賃金のさらなる大幅引き上げに向けた街頭宣伝
行動を行い、連合キャラクターのユニオニオンと共に市民の皆さんに訴えました。この日、連合山形岡田
会長と小口副会長、そして石黒覚県議、遠藤吉久山形市議、小野仁山形市議の５人がマイクを握り、さら
なる大幅引き上げを訴えました。
　山形県の最低賃金が739円になるのは、10月６日からです。早期に800円、そして1000円めざして引き続
き頑張りましょう！

　最賃のさらなる引き上げを訴える街宣行動

山形県の最低賃金 １時間　７３９円（＋22円）
発効日　2017年10月６日
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2017「第２回組織拡大委員会」を開催
―民主的で健全な労使関係を！―

　８月７日、今年度第２回となる連合山形「2017組織拡大委
員会」が大手門パルズで開催され、集中月間における取り組
み報告、今後の組織拡大委員会のあり方などについて協議し
ました。
　第１回に引き続き、連合本部より、宇田川浩一組織拡大・
組織対策局長と二宮誠中央アドバイザーが参加され、二宮ア
ドバイザーからは、各構成組織、地協事務局長、連合山形アドバイザーの取り組み報告に対しアドバイス
をしていただきながら、組織拡大のオルガナイザーとしての心構えや組織拡大の実務について講演してい
ただきました。

2017「連合山形ユニオンリーダー
� 養成講座」を開催しました

　７月29日（土）、今年度で11回目となるユニオンリーダー養成
講座が大手門パルズを会場に開催され、18名の方が受講されまし
た。2006年から、「幅広い視野を持ち、企画実践に向けた力を養っ
た人材を育成」しようと「活動家養成講座」として開催されてき
ましたが、2015年に名称を変更して継続しています。
　今回の講座は、午前の部では、（一社）山形県経済社会研究所
顧問で日本女子大学名誉教授の高木郁朗先生による「働くという
こと―現代の労働組合を考える」をテーマに、午後の部では、ｊ
－ｕｎｉｏｎ（株）の丸山由紀夫さんからグループワークを中心
に、「職場での組合活動の進め方」をテーマに講義していただき
ました。
　受講者からは、「漠然としてしか覚えていなかったことがあら
ためて認識できた」「日々の組合活動に早速取り入れていきたい」
などと感想が寄せられました。
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2017連合平和行動〈広島・長崎〉

「平和行動 in 広島」に参加して� 自治労尾花沢市職員労働組合　矢　作　悠　香
　連合山形派遣団の一員として８月４日からの３日間「2017平和
行動 in 広島」に参加させていただきました。一連の平和行動は、
資料館の見学や各種平和行動を通し、核兵器の恐ろしさや戦争の
ない世の中も含めて、恒久的な平和への実現を考えさせられる内
容でした。
　照りつける日差しとまとわりつく熱気の中、水を求めながら亡
くなった方がいたこと、被爆から数年後に原爆症を発症し回復を
願って折鶴を折り続けた少女がいたこと、今もなお原爆症で苦し
んでいる方がいること等、原爆の悲惨さは特集番組や報道、歴史の授業などで知識として知ってはいました
が、これまで映像でしか見聞きしてこなかったものを実際に肌で感じ、改めて「なんて惨たらしい兵器なの
だろう」「この悲劇を二度と繰り返してはならない」と強く感じました。
　当たり前のことではありますが、被爆者・遺族の方の高齢化は年々進んでいます。それにともなって、被
爆体験の継承が次第に難しくなってきているのが現状で、被爆体験の継承をこれからも続けていくため、悲
惨な記憶を風化させない為にはどうしたらよいのか、いわゆる「戦争を知らない世代」が国民の大多数を占
める日本で、私たちにできることを考え、真摯に過去の歴史を受けとめ、「過ぎたこと」と流さず「自分の事」
としてとらえた上で、核兵器廃絶と恒久平和の実現を世界に訴えていくことではないかと思い至りました。
　今年７月、国連では、核保有国や核の傘の下にある国々を除く122か国の賛同を得て、核兵器禁止条約を
採択し、核兵器廃絶に向かう明確な決意が示されました。こうした中、各国は、「核兵器のない世界」に向
けた取り組みを更に前進させなければなりません。
　高校生平和大使が掲げる「ビリョクだけどムリョクじゃない」の言葉を胸に、核兵器廃絶と世界恒久平和
という人類共通の願いが実現する日まで、活動を続けていこうと思います。
　最後になりますが、今回の活動に参加する機会を与えていただいた連合山形の皆様、ともに行動した皆様
に感謝申し上げます。

「平和行動 in 長崎」に参加して� 電力総連東北電力労組庄内支部　髙　橋　清　太
　８月８日から10日の３日間、今回初めて「連合平和行動 in 長崎」に参加させていただきました。原爆殉
難者慰霊碑の前に立ち、72年前のあの日この場所で起こった惨劇
を想像し、多くの亡くなられた方々に哀悼の意を捧げました。長
崎市内に現在まで残されている戦争の爪跡、史跡を目で視て、肌
で感じて改めて戦争の悲惨さ、そして原子爆弾の恐ろしさを学び、
「二度と同じ過ちを繰り返してはならない。」と痛感させられま
した。
　長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典での献水は原爆による熱風の
中、亡くなられた方への癒しの気持ちが伝わるものでした。また、被爆者本人からのスピーチは世界中の
方々の心の中へ平和の願いが届いたと思います。人と国土に絶大な被害を与えた核兵器。これからの世界に
核兵器が必要なのか？「核には核を」といった核兵器保有国の考え方が変わらない限り、未来永劫「平和」
は実現しないと思います。世界唯一の被爆国である日本が核兵器廃絶に向けてリーダーシップを取って全世
界へ発信し、進展していくことを強く願います。
　地元高校生による式典での司会進行やボランティア（水・おしぼり配布）、核兵器廃絶と世界平和の実現
を求める高校生１万人署名活動など、３日間を通して若い世代が、戦争や平和に対してしっかりと自分の考
えを持ち、活動している姿はとても頼もしく感じました。
　最後になりますが、貴重な経験をさせていただいた連合山形および事務局の方々、また一緒に行動を共に
した連合の「仲間」に感謝申し上げます。ありがとうございました。この３日間の平和行動で感じたことを
自分の言葉で伝え，さらに多くの人が興味を持って参加してもらえるよう活動していきます。

　６月の「平和行動 in 沖縄」に続き、８月４日～６日の広島平和行動に13人、８月８日～10日の長崎平和
行動に14人が、連合山形から参加しました。核兵器廃絶による世界の恒久平和の実現に向けた思いを胸に山
形に戻りました。
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「連合山形三役との直接対話」―女性委員会
　今年で４回目となる「連合山形三役との直接対話」を８月17日（電力総連・ＪＡＭ）、21日（ＪＰ労組・
ＵＡゼンセン）、22日（県教組・自治労）、28日（情報労連・交通労連・電機連合）の４日間に渡り実施し
ました。
　対話内容は「2016トップリーダー男女平等参画推進宣言」と昨年度の対話内容を基に、各産別特有の質
問も織り交ぜながら進捗状況も合わせて意見交換を行いました。
　女性の社会進出が求められる社会情勢の中、「女性の管理職投与の状況は？」「男性の育児休暇の取得状
況は？」「組合役員のワーク・ライフ・バランスについて」など、対話を通して、普段単組や女性委員会
で活動しているだけでは知り得ることの出来ない産別全体としての状況、課題などが見えてきました。こ
の結果を女性委員会として共有し、これからの活動につなげていきたいと思います。なお、各産別の詳細
は女性委員会総会や連合山形年次大会にて報告させていただきます。
　貴重なお時間をいただき、真摯に対応して頂きました三役の方々、ありがとうございました。

皆川　治氏を推薦決定
　連合山形は、10月15日施行予定の鶴岡市長選挙について、８月９日、連合山形第９回執行委員会
にて、皆川治氏を推薦決定しました。皆川氏は昭和49年鶴岡市生まれで、平成９年に農林水産省に
入省。副大臣秘書官時代に東日本大震災に遭遇。妻の故郷宮城県石巻も被災。この時、「地域の課
題を解決するためには、地域に暮らす人自身が取り組まなければならない」と改めて気づき、故郷
へのＵターンを決意しました。平成26年に農林水産省を退職し鶴岡市に帰郷、この度の市長選に挑
みます。

角谷副会長（ＵＡゼンセン）との対話 金子副会長（ＪＡＭ）との対話

皆
みな

川
かわ

　　治
おさむ

（42歳、無所属、新人）

【経　歴】
元農林水産省職員
元東北公益文科大学特任講師
元山形県環境審議会委員

鶴岡市長選挙
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